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19 歳で公認会計士に合格して

あずさ監査法人　末永　悠二

　私は 2008 年度の公認会計士試験に 19 歳という年
齢で最年少合格をすることが出来ました。私が公認
会計士を目指そうと思ったきっかけは宮城県大河原
商業高校２年生のときでした。当時の簿記の先生か
ら公認会計士という仕事があることを教わり，公認
会計士が社会的地位・責任が強く非常にやりがいが
ある仕事であるということを知りました。私は社会
的責任がある仕事がしたいと思っていましたし，会
計のプロフェッショナルを目指したいという気持ち
があったため自然と将来は公認会計士として働いて
いきたいと思うようになりました。まず，最年少合
格をすることができた要因のひとつが公認会計士に
なりたいと強く思っていたことだと思います。将来
なりたいものがはっきりとしていたからこそ，大変
な学習も乗り越えられたと思います。
　公認会計士試験に合格するために，毎日毎日可能
な限り学習しました。公認会計士試験の学習内容は
高校生のときに学習してきたものとは難易度・専門
性が全く違うものでした。しかし，どんな学習をす
る上でも基礎となるものは高校生のときに学習した
ものでした。高校生のときに学習した基礎知識があ
るからこそどんな分野の学習にもスムーズに取り組
んでいくことができたと思います。その結果として，
高校卒業後，3 か月で日商簿記検定１級，4 ヶ月で
全経簿記能力検定上級，そして，それから１年後に
公認会計士試験に合格することが出来ました。商業
高校での学習で身につけた基礎知識が将来につなが
っていると思って学習していけば良いと強く思いま
した。また，私は高校時代，野球部に所属していま
した。所属していた部活動は練習が厳しく，とても
大変でしたが体力・精神力を身につけることができ
ました。体力・精神力を高校生のときに身につける
ことができたからこそ，大変な学習を継続的にこな
すことができたのだと思います。

　公認会計士試験に合格し現在は実際に社会に出て
仕事をしていますが，これまで学んできたことが公
認会計士として仕事をするうえでの全ての基礎とな
っています。公認会計士は複雑な会計・監査に関す
る事項を取り扱っていくことになるため，これまで
学んだこと以上に更なる専門的な知識を常に身につ
けていく必要があります。このように，会計・監査
のプロフェッショナルである公認会計士は社会のニ
ーズにあった専門的な知識が必要となるため，公認
会計士試験に合格したことがゴールであるわけでな
く，公認会計士試験に合格したことが公認会計士と
してのスタートであるため，日々自分自身の専門的
知識の向上のため学習していかなければなりません。
　専門的な知識を身につけていく上で基礎となるも
のは今まで学んできた公認会計士試験の内容となる
ため，これまで学んできたことは自分自身の成長の
ために生き続けています。これからも常に成長して
いかなければならないため，更に公認会計士試験で
学んできたことを活かして行きたいと思います。
　また，公認会計士は専門的な知識のみならず監査
チーム内，会社とのコミュニケーション能力が重要
になってきます。いくら専門的な知識があったとし
てもコミュニケーションをうまく取ることが出来な
ければ，自分自身の能力を最大限に発揮することは
出来ません。そのため，コミュニケーションをより
良く取ることができるように，普段から心がけてい
きたいと思います。
　最後に，公認会計士試験に合格し約１年が経ちま
すが，公認会計士試験に受かった当初の気持ちを忘
れず，社会的責任を負って仕事をしているというこ
とを常に念頭に置き，これから仕事をしていきたい
と思います。理想とする公認会計士になれるよう頑
張っていきたいです。


